




グルココルチコイド(GC)が先天性副腎皮質過形成(CAH)の治療に有効であるが,食塩喪失症

状を伴う本症には食塩,鉱質コルチコイドの併用が必要である。最近経口的投与が可能な

Florinef が使用されている。また低 Na 血症,食塩喪失症状を有しない症例においても,血

漿レニン活性(PRA)が上昇している場合,Florinef の併用は有効であるとされている。

Florinef は Na,水の再吸収を促進し,K 排泄を促す。その過不足は Total sodium content

を反映しており,その指標となる臨床,検査所見は PRA,血圧,浮腫などである。言い換える

と Florinef 使用の適否,過不足を判定するためには上記検査が必須である。 


